
９
月
２
日
付
で
の
報
道
で
、
大

阪
府
・
市
が
３
年
後
の
２
０
２
２

年
４
月
に
、
大
阪
市
立
高
校
を
府

に
移
管
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
夏

ま
で
に
「
移
管
計
画
」
を
ま
と
め
、

府
・
市
両
議
会
に
条
例
案
を
提
出

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

長
い
歴
史
と
伝
統
を
も
つ
市
立

高
校
を
府
に
移
管
す
る
こ
と
に
は
、

教
育
上
の
必
要
は
ま
っ
た
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
間
、
市
立
高
校
で

も
統
廃
合
が
計
画
さ
れ
、
南
高
校

・
西
高
校
・
扇
町
総
合
高
校
を
統

廃
合
し
扇
町
総
合
の
跡
地
に
設
置

さ
れ
る
新
校
は
、
移
管
が
予
定
さ

れ
る
２
０
２
２
年
４
月
に
開
校
の

予
定
で
す
。
統
廃
合
の
経
緯
も
何

も
放
り
出
し
、
開
設
と
同
時
に
移

管
す
る
な
ど
無
責
任
極
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
公
設
民
営
の
中

高
一
貫
校
と
し
て
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が

運
営
を
担
っ
て
い
る
水
都
国
際
高

府
高
教
は
、
大
阪
の
高
校
を
守

る
会
が
提
起
す
る
「
府
立
学
校
条

例
の
見
直
し
を
求
め
る
請
願
署
名
」

と
と
も
に
、
道
理
の
な
い
府
移
管

に
反
対
す
る
と
り
く
み
に
全
力
を

あ
げ
ま
す
。

月

日
に
は
、
大

11

16

教
組
高
校
部
（
府
高
教
・
市
高
教

・
大
私
教
）
で
、
「
府
移
管
と
高
校

つ
ぶ
し
に
反
対
す
る
決
起
集
会
」

も
開
催
し
ま
す
。
退
職
教
職
員
の

み
な
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

｢

都
構
想｣

の
既
成
事
実
化
ね
ら
う

市
立
高
校
の
府
移
管

中
止
し
か
な
い
英
語
民
間

検
定
の
入
試
利
用

子どもたちの学ぶ権利をまもれ！

市立高校の府立移管反対！

道理のない高校つぶしに反対する

決起集会

■日時：2019年11月16日(土）午後２時～４時

■場所：アネックスパル法円坂６階１２号室

主催：大教組高校部

維
新
に
よ
る
教
育
の
破
壊
を
許
す
な

大
学
入
試
民
間
試
験
導
入
は
中
止
を

大
阪
府
高
教
委
員
長

志
摩
毅

大阪のうたごえ70周年の準備中です
音楽会にぜひお越しください 相摸 豊（摂津）

毎年ご案内を頂いていたのですが、この３月に再任用が終わったため、

府高退教に入会しました。現在は３月まで勤めていた摂津高校で週４時

間２年生の物理基礎を担当しています。

現職の頃から現場が主なのか合唱や声楽が主なのかという生活をして

いたため、現在も忙しくしています。来年の２月23日（日）堺フェニー

チェで大阪のうたごえ70周年の音楽会を催します。

私は最後に合唱する「リメンバー」の担当です。現在、出演予定の団

体に向けて練習用ＣＤを作成したり、練習計画などの連絡を取っている

ところです。

この曲は先日亡くなられたオペラ歌手の佐藤しのぶさんが平和や広島

・長崎のことを伝えるために2013年に作詞家のなかにし礼さんと一緒に

発表され（その記者会見の様子はYou Tubeで見られます）、その年に大

阪城ホールで開催された日本のうたごえ祭典にご自身のご希望で歌われ

ました。合唱編曲の了解を得て、私が所属する関西合唱団で初演した曲

です。もし、ご都合がつくようでしたらぜひお越し下さい。

秋の散策へのお誘い
地球温暖化の影響で、年々秋という季節が短くなって来ている今日この

頃ですが、やっぱりこの時期になると紅葉を見に行きたくなります。

今回、河内長野の由緒歴史ある観心寺・延命寺の紅葉を

味わう散策を企画しました。こぞってご参加ください。

■日時：１１月２２日（金）午前１０時集合

10時12分のバスに乗るので、時間厳守でお願いします。

■集合場所：河内長野駅下車バス停３番乗場

（小吹台・金剛山ロープウェイ行き）

★南海電車 難波9：30発（急行・橋本行き）→河内長野9：58着

★近鉄電車 大阪阿部野橋9：20発（急行・吉野行き）→古市9:36着

（乗換）古市9:38発→河内長野9：59着

ハイキングコース

河内長野駅10:12→バス約25分→10:40観心寺11:30→徒歩約35分1.8km

→12:15延命寺13:30→徒歩約55分3.1km→14:30高野街道

→徒歩約20分1.0km→14:45烏帽子形八幡神社・烏帽子形公園15:15

→徒歩約15分1.1km→15:30河内長野駅

持ち物：弁当、水筒、天候により雨具、その他

事前の申込みは不要です。小雨決行です。

天候が疑わしい場合は午前７時までに下記いず

れかにお電話ください。

笹岡優光 06-6613-0898

辻 清孝 072-453-5214

寺西文夫 0721-63-2176

HP 府高退教 http://osaka-fukotaikyo.jimdo.com/
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大
阪
市
天
王
寺
区
東
高
津
町
七
一
ー
十
一

府
教
育
会
館
７
Ｆ

大
阪
府
高
教
（
末
光
）

大
阪
府
立
高
等
学
校

退
職
教
職
員
の
会

府

高

退

教

通

信

校
も
移
管
さ
れ
ま
す
が
、
府
教
委

で
は
、
内
容
も
十
分
把
握
で
き
て

い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
ま
た
、

工
芸
高
校
で
は
、
併
設
さ
れ
て
い

る
デ
ザ
イ
ン
教
育
研
究
所
が
移
管

の
対
象
か
ら
外
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
連
携
が
難
し
く
な
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

市
立
高
校
の
府
移
管
は
、
２
０

１
６
年
に
強
行
さ
れ
た
市
立
障
害

児
学
校
の
府
移
管
と
同
じ
く
、
維

新
の
会
が
ね
ら
う
「
都
構
想
」
の

既
成
事
実
化
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

政
治
の
都
合
で
教
育
制
度
を
弄
び
、

学
校
を
混
乱
さ
せ
る
こ
と
は
許
せ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
移
管
に
伴
っ
て

高
校
つ
ぶ
し
が
ね
ら
わ
れ
て
い
る

こ
と
も
不
当
で
す
。
全
日
制

校
、

18

定
時
制
３
校
あ
る
市
立
高
校
は
、

そ
の
多
く
が
「
定
員
割
れ
」
と
な

っ
て
お
り
、
府
立
学
校
条
例
の
適

用
と
な
れ
ば
、
再
編
整
備
が
迫
ら

れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

高
校
現
場
で
は
、
再
来
年
度
か

ら
の
大
学
入
試
制
度
改
革
が
大
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
英
語
４
技
能
（
読
む

書
く
聞
く
話
す
）
に
つ
い
て
、
英

検
や
ベ
ネ
ッ
セ
の
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
な
ど

民
間
検
定
を
利
用
す
る
問
題
で
は
、

高
額
な
費
用
、
地
域
間
の
不
公
平

の
他
、
学
習
指
導
要
領
と
の
整
合

性
、
各
検
定
間
の
レ
ベ
ル
差
な
ど

問
題
が
噴
出
し
て
い
ま
す
。

大
学
等
が
ど
の
よ
う
に
使
う
か

も
十
分
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、

業
者
側
の
説
明
も
二
転
三
転
し
て

お
り
、
「
見
切
り
実
施
は
中
止
を
」

と
全
国
高
校
長
会
が
申
し
入
れ
を

行
う
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
す
で

に
検
定
の
申
込
み
も
始
ま
っ
て
お

り
、
対
象
と
な
る
現
２
年
生
は
も

と
よ
り
、
３
年
生
も
浪
人
す
れ
ば

対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
学
校
現

場
は
大
混
乱
で
す
。

そ
の
後
、
格
差
が
生
じ
る
と
の

懸
念
に
対
し
、

月

日
の
Ｂ
Ｓ

10

24

番
組
で
萩
生
田
光
一
文
科
省
が
「
自

分
の
身
の
丈
に
合
わ
せ
て
頑
張
っ

て
」
と
発
言
。
格
差
を
容
認
す
る

姿
勢
へ
の
厳
し
い
批
判
の
中
で
、

２
０
２
０
年
４
月
の
大
学
入
試
へ

の
民
間
試
験
導
入
に
つ
い
て
延
期

が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
後
、
延
期

で
は
な
く
中
止
に
む
け
た
と
り
く

み
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。



歴
史
散
歩
「
大
正
区
」
参
加
記

ご案内

銘酒を嗜む会

恒例の「銘酒を

嗜む会」を下記

の要領で開催し

ます。

日頃様々な

分野でご活躍さ

れていることで

しょう。懐かしい人たちと銘酒を飲みなが

ら 美味しい料理を食べながら、大いに語

り合いましょう。多数のご参加をお待ちし

ております。

日時：12月20日（金）4:00PM

場所：たかつガーデン 705号室

（府高教書記局の前）

会費：２千円

森田さんの説明を聞く参加者

スキーツアーのお知らせ

恒例のスキーツアーを下記の日程

で行います。こぞってご参加くだ

さい。

2020年2月16日～19日

志賀高原一ノ瀬スキー場

ホテル 山楽
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【

月
】

11
日(

金)

～

日(

月)

大
退
教

8

11

「
海
外
ツ
ア
ーi
n

中
国
・
西
安
」

日(

金)
:

シ
ャ
ン
ソ
ン
を

15

14

00
歌
う
会

ガ
ッ
ト
ネ
ロ

日(

金)
:

秋
の
散
策

22

10

00

河
内
長
野
駅
バ
ス
停
集
合

日(

土
・
祝)

:

秋
の
憲
法

23

14

00

大
学
習
会

大
阪
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
「
新
た
な
情

勢
の
下
で
の
改
憲
阻
止
の
展
望
」

講
演
小
森
陽
一
さ
ん

【

月
】

12

２
日(

月)
:

謡
を
楽
し
む
会

13

30

茶
臼
山
画
廊

日(
金)

:

シ
ャ
ン
ソ
ン
を

13

14

00歌
う
会

ガ
ッ
ト
ネ
ロ

日(

金)
:

第
２
９
８
回

20

13

00

幹
事
会
７
０
５
室

日(

金)
:

銘
酒
を
嗜
む
会

20

16

00

(

幹
事
会
終
了
後)
７
０
５
室

※
な
お
、
「
短
歌
を
楽
し
む
会
」
は
諸

事
情
に
よ
り
向
う
一
年
間
活
動
を
休

止
し
ま
す
。

ま
た
、
府
高
退
教
の
連
絡
先
を
府

高
教
書
記
局
か
ら
末
光
（
幹
事
長
）

に
変
更
し
ま
す
。
詳
し
く
は
退
教
通

信
の
１
面
右
下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

当

面

の

日

程

東
野
輝
男
（
桜
塚
定
）

朝

時
Ｊ
Ｒ
大
正
駅
で
ガ
イ
ド
の
森
田
さ
ん
の
コ
ー
ス

10

案
内
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
こ
木
津
川
と
尻
無
川
で
囲

ま
れ
た
こ
の
地
は
、
江
戸
末
期
に
埋
め
立
て
で
造
成
さ
れ

た
島
だ
と
言
う
こ
と
で
す
。
小
作
農
民
は
船
で
耕
し
に
来

て
い
て
、
そ
の
渡
し
舟
が
今
も
七
カ
所
残
っ
て
い
る
と

か
。
こ
の
島
の
地
形
や
歴
史
の
概
要
の
ガ
イ
ド
は
参
加
者

の
関
心
を
増
す
名
ナ
ビ
で
し
た
。

散
策
に
出
発
し
て
暫
く
す
る
と
区
役
所
の
裏
の
標
高
33

ｍ
の
昭
和
山
。
そ
れ
は
地
下
鉄
を
造
っ
た
土
の
人
工
山
で

し
た
。
南
恩
加
島
で
渡
し
舟
に
乗
り
ま
し
た
。
渡
し
舟
は

無
料
で
す
。
そ
の
理
由
は
船
は
道
路
の
代
り
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
で
も
大
阪
維
新
の
会
は
「
指
定
管
理
者
制
」
を

企
ん
で
い
ま
す
。

昼
食
は
予
定
の
沖
縄
料
理
〝
う
る
ま
御
殿
〟
で
な
く
街

の
食
堂
で
し
た
。
で
も
少
し
歩
き
疲
れ
た
人
達
に
は
有
難

い
時
に
な
り
ま
し
た
。
料
理
が
出
来
る
ま
で
参
加
者
の
自

己
紹
介
か
ら
各
テ
ー
ブ
ル
で
の
談
話
が
は
ず
み
ま
し
た
。

昼
食
後
も
歩
き
と
バ
ス
と
渡
し
舟
で
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ

を
廻
り
ま
し
た
。
印
象
に
残
っ
た
の
は
第
一
次
大
戦
の
捕

虜
収
容
所
で
し
た
。
四
国
の
収
容
所
で
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の

第
九
交
響
曲
が
演
奏
さ
れ
た
の
は
有
名
で
す
。
で
も
そ
の

指
揮
を
し
た
の
は
此
処
の
捕
虜
だ
っ
た
こ
と
や
、
解
放
後

日
本
に
住
み
つ
い
て
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
造
っ
た
人
も
い

た
こ
と
や
、
当
時
の
収
容
所
の
写
真
等
の
資
料
を
探
し
て

く
れ
た
ガ
イ
ド
さ
ん
に
は
感
謝
で
す
。

今
ま
で
も
良
い
企
画
の
女
性
サ
ロ
ン
は
素
晴
ら
し
い
ガ

イ
ド
を
抱
え
て
、
ま
す
ま
す
魅
力
的
な
企
画
を
さ
れ
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
。
男
性
の
参
加
も
歓
迎
と
言
う
こ
と
な

の
で
大
い
に
参
加
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

街
び
と
は
自
転
車
も
ろ
と
も
乗
り
込
み
ぬ

揺
れ
る
渡
し
船
の
郷
愁
に
酔
う

川
上
憲
一
（
和
泉
定
）

難
波
江
を
干
し
上
げ
て
な
ほ
残
る
水
脈

み

お

辺
野
古
の
風
や
情
け
吹
く
ら
ん

川
崎
康
樹
（
貝
塚
南
）

ア
フ
リ
カ
、
マ
ラ
ウ
ィ
の
旅

（
そ
の
六
）

勝
間

眞
（
山
本
）

そ
の
生
徒
の
村
ま
で
バ
イ

ク
タ
ク
シ
ー
で
行
く
。
バ
イ

ク
の
後
部
座
席
に
乗
せ
て
も

ら
い
、
道
な
き
道
を
行
く
の

で
あ
る
。
幹
線
道
路
以
外
で

は
、
マ
ラ
ウ
ィ
の
一
般
的
な

交
通
機
関
で
あ
る
。

村
に
着
く
と
、
生
徒
の
お

爺
さ
ん
、
お
母
さ
ん
を
始
め

親
族
や
近
所
の
人
々
が
歓
迎

し
て
く
れ
た
。
住
ん
で
い
る

家
や
井
戸
・
粉
引
き
場
な
ど

を
案
内
し
て
も
ら
い
、
昼
食

を
い
た
だ
い
た
。
シ
マ
と
鶏

肉
の
煮
つ
け
で
、
か
な
り
の

ご
馳
走
で
あ
る
。
そ
の
生
徒

の
お
爺
さ
ん
は
、
私
た
ち
遠

い
国
か
ら
の
訪
問
者
に
対
し

て
心
の
高
ま
り
を
感
じ
た
と

言
っ
て
く
れ
た
。
お
母
さ
ん

は
息
子
が
学
校
で
頑
張
っ
て

勉
強
し
て
い
る
こ
と
に
誇
り

を
感
じ
て
い
る
と
言
っ
て
い

た
。
伯
父
さ
ん
は
村
の
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
で
、
手
作
り
４

弦
ギ
タ
ー
の
引
き
語
り
を
し

て
く
れ
た
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な

ロ
ッ
ク
の
源
流
の
よ
う
な
音

楽
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
の
訪

問
が
村
の
人
々
の
こ
れ
か
ら

に
何
か
の
プ
ラ
ス
に
な
っ
て

く
れ
た
ら
、
と
期
待
し
村
を

後
に
し
た
。

行
し
て
い
る
。
し
か
し
根
本
は
国

民
の
教
育
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

中
国
か
ら
多
額
の
支
援
を
受
け
て

超
近
代
的
な
国
会
議
事
堂
を
建
設

し
て
い
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
ま

ず
は
学
校
の
机
・
イ
ス
・
教
科
書

で
あ
ろ
う
。

私
た
ち
は
マ
ラ
ウ
ィ
に

日
間

8

滞
在
し
、

月

日
に
日
本
に
帰

11

9

国
し
た
。
こ
の
国
に
有
名
な
観
光

地
や
名
所
旧
跡
は
な
い
が
、
十
分

に
今
の
ア
フ
リ
カ
を
感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
様
々
な
体

験
を
し
て
感
想
を
持
っ
た
が
と
て

も
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

今
回
は
特
に
マ
ラ
ウ
ィ
の
教
育
問

題
を
中
心
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

こ
の
国
で
教
育
の
役
割

・
課
題
は
大
き
い
。
こ
の

国
の
ど
こ
に
い
っ
て
も
子

供
が
た
く
さ
ん
い
る
。
若

い
青
年
層
も
多
く
皆
明
る

く
元
気
で
あ
る
。
町
や
村

で
高
齢
者
が
歩
い
て
い
る

の
を
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な

い
。
日
本
と
は
真
逆
で
あ

る
。
子
供
の
多
い
国
で
あ

る

か

ら

教

育

の

発

展

は

即
、
国
の
未
来
に
つ
な
が

る
。し

か
し
教
育
条
件
が
余

り
に
も
悪
す
ぎ
る
。
実
際

に
見
た
と
こ
ろ
、
生
徒
た

ち
の
学
習
意
欲
は
高
く
知

識
欲
も
旺
盛
で
あ
る
。
彼

ら

の

目

に

は

輝

き

が

あ

り
、
未
来
を
感
じ
さ
せ
る

も
の
が
あ
る
。
日
本
に
も

ひ
け
は
と
ら
な
い
、
い
や

そ

れ

以

上

か

も

し

れ

な

い
。
リ
ロ
ン
グ
ェ
な
ど
の

大
都
市
へ
行
く
と
国
の
庁

舎
を
は
じ
め
新
し
い
近
代

的
な
建
物
が
次
々
に
建
設

さ
れ
て
い
る
。
マ
ラ
ウ
ィ

政
府
は
、
ま
ず
近
代
国
家

の
体
裁
を
整
え
よ
う
と
し

て
着
々
と
都
市
整
備
を
実
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